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～協会からのお知らせ～ 

◇TALK&TALK英会話サロンを開催しました 
 

 11月11日に英語圏のネイティブスピーカーと英会話

を楽しむTALK&TALK英会話サロンを開催しました。た

くさんのご参加ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 外国人のための生活安全交流会を開催しました 
 

 11月21日に都城市内在住の外国の方を対象に生活安

全交流会を開催しました。 

 消防局の方に火災予防や119番のかけ方について話

していただき、また煙体験や消火器の使い方の指導を

していただきました。 

 

 

 

 

 

 

◇ワールド･フェスタ in みやこのじょう2026開催! 
 

 ワールド･フェスタ in みやこのじょう2026を開催し

ます。皆さまのご来場をお待ちしています。 

  

日 時: 2026年2月8日(日曜日) 12:00～16:30 

会 場: 都城市総合文化ホール  

参加料：無料  

内 容： 

 ・世界の様々な国の人との交流・遊び体験 

 ・海外のダンスや外国人による演奏など 

 ・国際交流･協力団体などの活動紹介パネル展示 

 ※ウォークラリーで、先着150人に景品があります 

  

☆ボランティアスタッフ募集中! 

 当日のブース準備、終了後の片付け、国紹介ブース

補助、ステージ受付･案内、ステージ裏補助等のボラ

ンティアを引き続き募集しています。皆様のご協力を

よろしくお願いします。 

  
◇お問合せ先： 

(一社)都城国際交流協会まで、電話または Eメールで 

お願いします。 

 電話 0986-23-2295  

 E-mail mia@btvm.ne.jp 
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～インフォメーション～ 他団体等からの情報 
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 はじめまして、キルギス出身のジュルディズと申し

ます。 

 

 私の日本での生活は、2023年4月、初めて宮崎の地

に降り立った時から始まりました。私にとってここは

初めての海外かつ、日本で最初に触れた都市でした。

そして、宮崎の風景にすぐに心を奪われました。 

 

 到着した時、宮崎がこれほどま

でに日差しが強く、暖かいことに

驚きました。沿道にヤシの木がず

らりと並び、まるでハワイに来た

かのような錯覚を覚えました。こ

の南国のような、ゆったりとした

リゾートの雰囲気が、私を心地よ

く包み込みました。しかし、私が

宮崎を選んだ本当の理由は、気候

だけでなく、人にあります。 

 

 当初は東京や名古屋のような大都市への留学を考え

ていましたが、学校の条件と先輩方の｢宮崎の人々は

親切で、生活しやすく、食べ物も美味しい｣という推

薦を聞き、ここに来ることを決断しました。東京の競

争的な雰囲気と比べ、宮崎の生活コストの低さや温か

い地域社会の雰囲気は、異国での新たなスタートを切

る私にとって大きな魅力となりました。 

 

 日本語学校で過ごした2年間

で、宮崎は私にとって本当の

故郷となりました。特に最初

の頃は言葉の壁もあり大変で

したが、ここでは単なる友達

以上の、本当の日本の家族を

見つけることができました。

私の｢日本の母、祖母、そして

妹｣です。彼女たちの無償の温

かさと愛情が、私が異国で孤

独を感じさせないよう、適応

する上で大きな支えとなりま

した。まさにこの、人との繋

がりこそが、宮崎を私にとってかけがえのない家、そ

して第二の故郷にしてくれたのです。 

 

 卒業後、より大きな仕事の機会を求めて他の大都市

へ移ることも考えました。しかし、東京のような場所

ではコミュニティとの繋がりを感じられず、孤独に

なってしまうのではないかという不安を強く感じてい

ました。そんな中で、私はここ都城で仕事を見つけま

した。これは単なる就職ではなく、宮崎の良さを活か

せる場所で、自己実現の大きな可能性を見出せた瞬間

でした。私の会社はまだ大きくありませんが、地元の

素材を活かした抹茶などの新製品開発に取り組んでお

り、新しい製品を通じて宮崎の魅力を国内外に発信で

きることに、やりがいを感じています。この地で働く

ことで、国際的な視点と日本の伝統を繋ぐ架け橋にな

りたいと強く思っています。 

 

 宮崎は単なる仕事場ではなく、私の「日本の故郷」 

です。ここには私の大切な友人たちや日本の家族がい

ます。私の心はこの太陽の都市にあり、近い将来もこ

の宮崎の地で過ごすことを心に決めています。 

 

｢宮崎を私の故郷と選んだ理由：キルギスからの道のり｣  

キリギス出身ジュルディズさんの記事 

◇MIA NEWSに記事を書きませんか 
 

 自分の国の紹介、海外旅行記、海外留学体験記、ホストファミリー体験談、各国際交流・協力団体の活動な

ど、国際交流・協力に関することを記事に書いてみませんか。1200字程度で、写真1～2枚、文字数は1200字以

下でもかまいません。1200字以上書きたいという方は協会にご相談ください。名前を掲載したくないという方

も考慮いたします。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。 



  第222号 2025年12月号 (3) 

 

(ミア ニュース) 

12月22日、二十四節気の第22番目である｢冬至｣を迎

えました。中国では｢冬至大过年｣（冬至は新年とより

大切な日）という言葉があります。昔、皇帝は北京の

天壇で天を祭り、一般の人は神や祖先を祭った後、一

家団らんで宴を楽しみ、冬を祝いました。 

 

◇ 冬至の味 

中国では、冬至の日に北方地域では水餃子を、南方

地域では湯円（タンエン、もち米で作った団子）を食

べるのが一般的です。｢南円北餃｣、どちらでも家庭の

味です。 

 

水餃子の形が耳に似てい

るため、北方には｢冬至に水

餃子を食べないと、耳が凍

えても誰も助けてくれない｣

という言い伝えがありま

す。寒い冬の日に、茹でた

ての熱々の水餃子を黒酢に

つけて食べると、柔らかい

皮の中から肉汁が口いっぱいに広がり、体がポカポカ

と温まります。餃子を食べた後、そのゆで汁を飲むの

も体を温める効果があり、ほっとした気分になりま

す。 

 

一方、湯円は丸い形状から｢円満｣や｢団らん｣を象徴

しており、家族が集まる場面で欠かせない伝統的な食

べ物です。冬至や春節の風物詩的な食品だと思われて

います。湯円の餡は様々な種類があり、甘いものには

ゴマやこしあん、ピーナッツ、しょっぱいものには豚

肉や野菜などが使われます。 

 

冬至に羊肉スープを飲む

人々が最も多いのは西南エリ

アです。四川省や重慶市の

人々はこの日は大好きな｢火

鍋｣はいったん脇に置いて、や

さしい味の羊肉スープを飲ん

でほっこりします。冬になる

と、西南エリアは、気温が下

がると同時に、湿度も高くな

ります。家族みんなで肩を寄

せ合って食卓を囲み、一緒に

羊肉スープを飲めば、そんな冬の寒さも吹き飛んでし

まいます。 

 

これらの風習には、各地の食文化が表れているだけ

でなく、人々の健康や家族の団らん、吉祥への願いが

込められています。 

 

 

 

◇ 九を数える 

冬至から｢数九｣が始まります。 

最初の9日間を｢一九｣、次の9日間を｢二九｣ といっ

た具合に、｢九九｣まで、9日間を9回数える習慣があ

る。｢一九｣、｢二九｣は、寒くて袖から手が出せず、

｢三九｣｢四九｣は、川がすっかり凍って、その氷の上を

歩けるほど、｢五九｣、｢六九｣は、川辺のヤナギが芽吹

き、｢七九｣になると川の氷が溶け、｢八九｣になるとガ

ンが飛来し、｢九九｣にもう一つ九を加えれば、牛が田

畑を耕すようになる。｢数九｣を通して、天気の変化や

冬を終わらせ、春を迎える気持ちを表現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢九九消寒図｣も春の訪れを楽しみに待つ方法の一つ

です。ある消寒図には｢亭前垂柳珍重待春風｣（亭前の

垂柳は春風を待つ）という9画の文字が9つ書かれてお

り、毎日赤いペンで1画ずつなぞり、すべての文字が

赤くなると春が来たことを意味します。また、梅の消

寒図もあり、紙に1枝の梅が描かれ、その花びらは合

わせて81枚で、毎日1枚ずつ赤く染めます。81日後、

春が訪れる頃には、梅がすべて紅梅に変わります。 

 

みなさんも、今日は｢数九｣の

うちの第なん九目にあたるの

か、ぜひ数えてみてはいかがで

しょうか。 

 

 

  皆さん                        ｢中国の冬至｣ 
～都城市中国国際交流員 謝均妮さんによる中国紹介～   

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1540342657/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ZyZWVzb3phaS5qcC9pdGVtTGlzdC5waHA_Y2F0ZWdvcnk9bmF0aW9uX2ZsYWcmYW1wO3BhZ2U9bnRmXzEyNyZhbXA7dHlwZT1zb3phaQ--/RS=%5EADBnwLCnZGPwkvoOFNHwCYo2IcVrrQ-;_ylt=A2Rivc0Acs5b
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 皆さん、こんにちは。肌寒さを感じる日々から、ついに、本格的な冬が到

来しましたね。 

 以前住んでいた家は、築数十年の古い家で、いろんなところに隙間があっ

たり、窓がピッタリ閉まらなかったり…と、寒さにはめっぽう弱い家で、真

冬になると室内が氷点下になることも…。皆さんのお宅はいかがでしょう

か？ 

 今の家は、断熱性、密閉性が抜群で、以前の家とは雲泥の差。そんな快適

なお家の中を一番満喫しているのは、もちろん、我が家の愛犬アニーちゃ

ん。日の降り注ぐリビングでお昼寝したり、ソファーの上でお昼寝したり、

座布団の上でお昼寝したり…。飼い主に似て、お昼寝ばっかりしているア

ニーちゃんなのでした。                      

                                                             [亀谷]                            

                                                              

  最近、ネットで｢外国人が好きなすしネタランキング｣が話題になっていま

した。上位5位は、1位サーモン、2位マグロ、3位エビ、4位ツナマヨ、5位玉

子。どれも身近で親しみやすいネタばかりです。とくにサーモンが1位なの

は｢クセがなく食べやすい｣｢とにかくトロッとしておいしい｣という理由みた

いです。 

一方で、日本人の好きなすしネタランキング1位はやはり｢マグロ｣。色々

な部位があり、｢子どもの頃からおなじみの味｣という安心感があるからだそ

うです。世代を超えて愛され続けていますね。 

同じ“すし”でも、国によって人気の出るネタが違うのは文化の違いで

しょうか。 

 でも、“すし文化”は少しずつ世界に広まり始めていることは嬉しいです

ね。                              

                               [冨吉]                               

 みなさんこんにちは 

 寒くなってきましたね～。私は夏より冬派なので、遊びに行くのも仕事を

するのも冬の方が活発です。ゴルフも夏より冬の方が良いし、旅行も冬に行

きたい！ 

 今年は特に調子が良いのですが、何と！秋に人間ドックを受診した際に、

重度の貧血だったことが判明し、鉄剤を服用し始めてから階段で息切れして

いた日々が噓のよう(・ω・)ありがとう！鉄分٩( ‘’ω’’ )و♪ 

                                [中瀬]                                                     

 

中国のネットで最近はやっている言葉｢何意味｣をご紹介します。初めて

見たとき、｢これ、日本語？｣と思ってしまいました。もちろん発音は中国語

のピンインで hé yì wèiです。｢何｣はもともと中国でもよく使われていた漢

字ですが、現代中国語では｢何｣の代わりに｢什么（シェンモ）｣ を使うよう

になりました。そのせいか、｢何｣という字には古文っぽい印象があります。

たとえば ｢来者何人｣ は、｢来た者はどちら様だ！｣のような意味です。 

おわりに、流行語｢何意味｣の意味ですが、｢意味不明｣｢わけわからん｣｢迷

惑｣｢なにそれ？｣といったニュアンスで使われているようです。 

  

                              [謝 (しゃ)] 

 

  

 こちらのコメントを綴っている今は、中部国際空港から鹿児島空港への早

朝便に乗り、そのまま都城まで運転する時間が一時間強だったため、まだ疲

労回復できてません。とはいえ、今回の名古屋の旅も間違いなくかけがえの

ない思い出になりました。  

 久々に会った親友とその親友の初めて会った家族、舌を躍らせた矢場とん

やコンパルのエビフライサンドといった名古屋名物料理、名古屋と言えば名

古屋城や科学館のような観光地巡り、そして最も大事な｢真の友と一緒にい

る時の爆笑の声｣。そういったものに加えて、まるでジャズを奏でているか

のようなクールな夜景も重なり、名古屋市にすっかり惚れてしまいました。                    

                               

                              [セス] 

 

2025年も残りわずかとなりましたね。皆さんにとってどんな一年でした

か。私にとっては、出来事がいっぱいで充実した一年でした。2025年はあま

りランニングできませんでしたが、2026年は夫と一緒にランニングを楽しみ

たいと思います。追伸：私事ではありますが、しばらくの間、長期休みをい

ただくことになりました。その間、会員の皆さんと直接交流ができず寂しい

ですが、また皆さんと楽しく交流できる日を楽しみにしています。 

皆さん、どうぞ良いお年をお迎えください！ 

笑顔と幸せにあふれる素敵な一年になりますように。 

                                    [ヒシゲ] 

 

早いもので師走になりました。今年も役員の方々、団体会員、個人会員の

皆様のご協力をいただいて、イベントを開催することができました。また、

日本語練習会も講師の皆様の御協力を得て、金曜日、日曜日開催することが

できました。今年は受講者のなかでN2受験者も出ました。素晴らしい成果だ

と思います。深くお礼を申し上げます。明けて、2月8日(日)には都城MJホー

ルにおいて、｢ワールドフェスタ2026｣を開催いたします。多くのご来場をお

待ちしております。皆様、よいお年をお迎えください。 

                                                        [藤元] 

                                                                  

ルカスさんと話している時に、勉強したことのあるドイツ語を頭の奥底か

ら思い出してみました。「私は学生です、20歳です、ドイツ語を勉強してい

ます」。もはや学生でも20歳でも勉強中でもないので、役に立ちそうなのは

「ein Glas Wein（グラス１杯のワイン）」だけでした。 

                              [迫田] 

                                             

今月の１日にモンゴルの首都ウランバートル市で｢モンゴルにおける日本

語教育50周年記念事業の開催｣という催し物がありました。 

1975年モンゴル国立大学に日本語コースが開講されたことが、モンゴルに

おける日本語公教育の始まりとなっているだそうです。 

親日感が大きいモンゴルでは日本文化が好きな若い世代の中で独学や漫

画・アニメを通して日本語を学ぶことも増えていますので、日本語学習者と

して嬉しいです。皆様、HAPPY NEW YEAR！                   

                              [ソヨ]                         

編集部より 

｢世界一寒い首都の暖かい冬｣ 
   ～都城市モンゴル国際交流員 ヒシゲさんによるモンゴル紹介～   

12月のウランバートルは、街にイルミネーションが

灯り、クリスマスと年末が混ざり合った華やかな雰囲

気になります。この時期のことを｢シンジル｣と呼び、

クリスマスと新年を合わせたような行事で、宗教的な

意味合いはありません。家族や学校、職場などさまざ

まな場で新年パーティーが開かれます。シンジルに欠

かせないのはクリスマスツリー！今回はモンゴルなら

ではのクリスマスツリーの飾りを紹介したいと思いま

す。  

モンゴルでは子供がいる家庭のほとんどがクリスマ

スツリーを飾ります。学校や職場では一般的なクリス

マスオーナメントだけですが、家庭のツリーにはある

おもしろいものが飾られています！それは…なんとお

札！訪れたお客さんが、子どもたちへのプレゼントと

してツリーにお金をそっと飾ります。オーナメントの

間にお札がひらひらしていて、とてもユニークです

（笑）。お金の目安は1～2万トゥグルゥグ（約400～

1000円）です。子どもたちはもちろん大喜び！また、

お菓子をたくさん積め込ん

だプレゼントももらいま

す。 

この時期になると、親戚

をはじめ、たくさんのお客

さんが家に遊びに来ます。

賑やかでワクワクする季節

です。そしてシンジルが終

わると、1月1日に兄弟 み

んなが集まって、ツリーに

飾られていたお金を仲良く

分け合います。みんなでわ

いわいしながら分ける時間

は子どもたちにとって最幸

のひととき！日本のお年玉

文化と似ていて、心がほっ

こりする習慣です。 
 

最近は、モンゴルのお札だ

けでなく、外国のお札も 

飾られることがあります 


